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着
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の
整
備
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事

が
、
青
野
町
の
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で
始

ま
り
ま
し
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。
本
年
秋
に
、
図
書
館
と

地
域
子
育
て
支
援
拠
点
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、
地
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施
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の
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の
機
能
を
持
つ
複
合
施

設
が
誕
生
し
ま
す
＝
写
真
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あ
や
べ
球
場
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あ
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東
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工
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ア
ム
」
に
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定
▽
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和
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等
の
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表
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を
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期
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に
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バ
ー
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ド
を
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た
住
民

票
の
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な
ど
の
コ
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交
付
開
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都
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で
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が
過
疎
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に
基
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過
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に
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定

▽
あ
や
べ
丹
の
国
ま
つ
り
が
３
年
ぶ
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に
開
催
＝
写
真
⑦
５
月
市
と
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ン
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関
西
支
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が
災
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時
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る
地
図
製
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の
供
給
等
に
関
す
る
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定
を
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結

▽
西
八
田
小
学
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と
志
賀
小
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が
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青
野
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の
あ
や
べ
健
康
プ
ラ
ザ
水
夢
で

水
泳
授
業
を
開
始
６
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中
学
生
〝
み
ら

い
〞
会
議
を
開
催
７
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あ
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水
無
月

ま
つ
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が
３
年
ぶ
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に
開
催
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団
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京
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操
法
大
会
（
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プ
車
操
法
の
部
）
で

３
位
に
入
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＝
写
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市
議
会
議
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人
決
ま
る
９
月
市
総
合
防
災
訓
練
を

実
施
＝
写
真
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月
あ
や
べ
産
業
ま
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り
が
３
年
ぶ
り
に
開
催
▽
あ
や
べ
市
民

大
学
開
講
11
月
全
国
茶
品
評
会
で
綾
部

市
が
２
年
連
続
産
地
賞
受
賞
＝
写
真
⑤

▽
あ
や
べ
水
源
の
里
フ
ェ
ス
タ
を
初
開

催
12
月
京
都
労
働
局
と
綾
部
市
雇
用
対

策
協
定
を
締
結
＝
本
紙
９
面
参
照

【
人
権
尊
重
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
を
施

行
】
誰
も
が
安
心
し
て
心
豊
か
に
暮
ら

し
て
い
け
る
ま
ち
の
実
現
を
目
指
し
、

４
月
に
人
権
尊
重
の
ま
ち
づ
く
り
条
例

を
施
行
し
ま
し
た
。

【
天
文
館
外
壁
と
広
場
が
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
】
４
月
、
天
文
館
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

を
記
念
し
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
し
た

＝
写
真
②

【
綾
部
雨
水
ポ
ン
プ
場
が
完
成
】
４
月
、

綾
部
排
水
区
の
一
部
（
延
町
周
辺
）
の

内
水
対
策
と
し
て
、
市
が
平
成
29
年
度

か
ら
整
備
を
進
め
て
き
た
綾
部
雨
水
ポ

ン
プ
場
が
完
成
。
19
日
か
ら
運
用
を
開

始
し
ま
し
た
＝
写
真
①

【
市
野
焼
き
火
災
対
策
連
絡
会
議
を
設

立
】
７
月
、
府
内
で
初
の
取
り
組
み
と

な
る
、
市
野
焼
き
火
災
対
策
連
絡
会
議

を
設
立
。
関
係
団
体
と
連
携
し
て
火
災

予
防
に
取
り
組
み
ま
す
。

【
大
町
バ
イ
パ
ス
が
一
部
開
通
】
８
月
、

府
道
小
浜
綾
部
線
の
大
町（
五
津
合
町
）

か
ら
片
山
（
八
津
合
町
）
ま
で
の
７
０

０
㍍
と
接
続
す
る
府
道
舞
鶴
和
知
線
の

３
０
０
㍍
を
供
用
開
始
。
見
通
し
も
よ

与
え
て
い
ま
す
。
本
市
は
こ
れ
ま
で
世

界
の
恒
久
平
和
を
市
是
と
し
て
歩
ん
で

き
ま
し
た
。
持
続
可
能
な
社
会
の
形
成

の
第
一
に
は
、
平
和
を
守
る
こ
と
の
上

に
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と
を
改
め
て
思

い
知
っ
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
感
染
症
や
気
候
変
動
に
対
す

る
安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
、Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
の
取
り
組
み
や
デ
ジ
タ
ル
化
の
促

進
、
人
生
１
０
０
年
時
代
の
本
格
的
な

到
来
へ
の
対
応
な
ど
、
行
政
課
題
は
山

積
し
、
人
口
が
増
加
の
一
途
で
あ
っ
た

頃
や
、
経
済
が
高
度
成
長
を
遂
げ
た
頃

の
成
功
体
験
や
前
例
が
通
じ
な
い
時
代

で
あ
り
、
ど
こ
に
も
正
解
が
な
い
不
確

実
な
時
代
に
向
き
合
っ
て
い
か
ね
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　
と
り
わ
け
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
到
来

は
、
そ
の
技
術
の
恩
恵
に
よ
っ
て
そ
れ

ぞ
れ
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や
ニ
ー
ズ
に

合
っ
た
心
豊
か
な
、
質
の
高
い
暮
ら
し

　
市
民
の
皆
様
、
明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
よ
き
新
春
を
お
迎

え
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
パ

ン
デ
ミ
ッ
ク
は
３
年
が
経
過
し
、
停
滞

し
て
い
た
社
会
経
済
活
動
は
創
意
工
夫

を
も
っ
て
動
き
出
し
、
よ
う
や
く
ウ
イ

ズ
コ
ロ
ナ
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の
時
代

に
移
り
つ
つ
あ
る
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、
少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少
社

会
が
急
速
に
進
む
中
、
大
規
模
災
害
の

頻
発
や
感
染
症
の
ま
ん
延
な
ど
、
私
た

ち
は
今
、
未
曾
有
の
困
難
な
時
代
を
迎

え
て
い
る
と
同
時
に
、
自
治
体
を
取
り

巻
く
環
境
も
、
こ
れ
ま
で
に
経
験
し
た

こ
と
の
な
い
よ
う
な
大
き
な
時
代
の
う

ね
り
に
直
面
し
て
い
ま
す
。

　
加
え
て
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ

ナ
侵
攻
は
今
も
な
お
罪
の
な
い
市
民
に

攻
撃
が
及
び
、
人
道
支
援
も
さ
る
こ
と

な
が
ら
、
世
界
経
済
に
大
き
な
影
響
を

を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
ス
ピ
ー

ド
感
を
も
っ
て
取
り
組
む
必
要
が
あ
り

ま
す
。
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
特
徴
を
生
か

し
、
本
市
の
実
情
に
即
し
た
課
題
解
決

や
地
域
づ
く
り
に
ど
う
結
び
つ
け
る
か

が
鍵
に
な
る
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

　
人
々
の
関
心
や
時
代
の
ニ
ー
ズ
は
変

化
し
ま
す
。
時
代
の
流
れ
を
的
確
に
捉

え
、
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
効
率
的
な
行

政
運
営
に
努
め
つ
つ
、今
だ
け
で
な
く
、

綾
部
市
の
未
来
が
よ
り
一
層
暮
ら
し
や

す
い
ま
ち
で
あ
る
よ
う
、
市
政
の
舵
取

り
を
す
る
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
引

き
続
き
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
、
本
年
が
良
き
年
に
な
る
こ

と
を
願
う
と
と
も
に
、
皆
様
の
ご
多
幸

と
ご
健
勝
、
内
外
の
平
和
と
安
寧
を
お

祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

と
い
た
し
ま
す
。

令和５年

年頭のごあいさつ
綾部市長

そ
の
他
の
出
来
事

広
報
紙
で
振
り
返
る ―

令
和
４
年
の
綾
部
市
政
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い
ま
す
。

　
加
え
て
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ

ナ
侵
攻
は
今
も
な
お
罪
の
な
い
市
民
に

攻
撃
が
及
び
、
人
道
支
援
も
さ
る
こ
と

な
が
ら
、
世
界
経
済
に
大
き
な
影
響
を

を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
ス
ピ
ー

ド
感
を
も
っ
て
取
り
組
む
必
要
が
あ
り

ま
す
。
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
特
徴
を
生
か

し
、
本
市
の
実
情
に
即
し
た
課
題
解
決

や
地
域
づ
く
り
に
ど
う
結
び
つ
け
る
か

が
鍵
に
な
る
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

　
人
々
の
関
心
や
時
代
の
ニ
ー
ズ
は
変

化
し
ま
す
。
時
代
の
流
れ
を
的
確
に
捉

え
、
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
効
率
的
な
行

政
運
営
に
努
め
つ
つ
、今
だ
け
で
な
く
、

綾
部
市
の
未
来
が
よ
り
一
層
暮
ら
し
や

す
い
ま
ち
で
あ
る
よ
う
、
市
政
の
舵
取

り
を
す
る
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
引

き
続
き
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
、
本
年
が
良
き
年
に
な
る
こ

と
を
願
う
と
と
も
に
、
皆
様
の
ご
多
幸

と
ご
健
勝
、
内
外
の
平
和
と
安
寧
を
お

祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

と
い
た
し
ま
す
。

令和５年

年頭のごあいさつ
綾部市長

そ
の
他
の
出
来
事

広
報
紙
で
振
り
返
る ―

令
和
４
年
の
綾
部
市
政
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め
に
は
、
社
会
全
体
で
不
自
由
さ
を
改
善

し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
障
害
の
特
性
に
理
解
を

　障
害
に
は
▽
視
覚
障
害
▽
聴
覚
言
語

障
害
▽
肢
体
不
自
由
▽
内
部
障
害
・
難

病
▽
精
神
障
害
▽
知
的
障
害
▽
発
達
障

害
▽
高
次
脳
機
能
障
害―

な
ど
多
様
な

種
類
と
特
性
が
あ
り
ま
す
。
障
害
の
あ

る
人
に
配
慮
す
る
た
め
に
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
障
害
の
特
性
を
理
解
す
る
こ
と
が

必
要
で
す
＝
５
面
。

　ま
た
、
聴
覚
言
語
障
害
に
対
す
る
手

話
や
視
覚
障
害
に
対
す
る
点
字
な
ど
多

様
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
手
段
も

あ
り
ま
す
。
本
市
は
、
広
報
紙
を
読
み

に
く
い
人
の
た
め
音
声
版
の
広
報
を
発

行
。
こ
の
ほ
か
、
手
話
奉
仕
員
や
要
約

筆
記
者
の
養
成
講
座
な
ど
を
実
施
し
、

誰
も
が
障
害
の
あ
る
人
と
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
れ
る
よ
う
に
な
る
た

め
の
学
び
の
場
を
設
け
て
い
ま
す
。
ぜ

ひ
、
本
紙
の
手
話
コ
ー
ナ
ー
を
読
ん
だ

り
、
各
講
座
に
参
加
し
た
り
し
て
障
害

へ
の
理
解
を
深
め
ま
し
ょ
う
。

　
市
は
、
平
成
30
年
４
月
に
綾
部
市
手

話
言
語
の
確
立
及
び
多
様
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
の
促
進
に
関
す
る
条

例
を
制
定
。
障
害
の
有
無
に
か
か
わ
ら

ず
、
互
い
に
人
格
と
個
性
を
尊
重
し
な

が
ら
安
心
し
て
暮
ら
し
や
す
い
「
共
生

社
会
」
の
実
現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

障
害
を
学
び
、
誰
も
が
活
躍
で
き
る
社

会
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

理
解
と
配
慮
で
社
会
の
障
害
を
減
ら
そ
う

　本
市
に
は
、
障
害
の
あ
る
人
が
３
０

０
０
人
以
上
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
つ
ま

り
、
10
人
の
う
ち
一
人
に
何
ら
か
の
障

害
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
障
害
に

は
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
や
特
性
が
あ
り
ま

す
。
見
た
目
で
は
わ
か
ら
な
い
障
害
や

重
複
の
障
害
が
あ
る
人
も
い
ま
す
。

　障
害
の
あ
る
人
が
感
じ
る
困
難
は
、
心

身
の
機
能
障
害
に
よ
る
不
便
さ
だ
け
で
な

く
、
社
会
と
の
接
点
で
感
じ
る
不
自
由
が

多
い
と
言
わ
れ
ま
す
。
障
害
の
有
無
に
か

か
わ
ら
ず
暮
ら
し
や
す
い
社
会
に
す
る
た

障害に理解を
考えよう！誰もが暮らしやすい共生社会

特性を理解し行動しよう
視覚障害
　視力や視野に障害があり生活に支障をきた
している状態。少し見える、明るさがわかる、
全く見えないなど個人差があります。白い杖
を持っている人もいます。
（こんなことが苦手）
・「あそこ」「向こう」などの説明がわからない
（こんなサポートを）
・「あなたの右１ｍ」など具体的に説明する
・手を引かず、肩や肘をつ
かんでもらいゆっくりと
誘導する
・説明している物に触れら
れるときは触れてもらう

精神障害
　ストレスなどの原因で脳に何らかの機能障害があり
日常生活が困難な状態。統合失
調症やうつ病なども含まれる。
（こんなことが苦手）
・状況の急変や騒がしい状態
（こんなサポートを）
・ゆっくりと相手に合わせて話す
・返事が返ってくるまで、ゆっくりと待つ
・軽い気持ちで「頑張って」などとは言わない

聴覚・言語障害
　聴覚障害は、まったく聞こえない、聞こえ
にくい、聞き取りができないなど。言語障害
は声が出ない、滑らかに話すことが難しいな
ど。
（こんなことが苦手）
・マスクをしている人の
話を聞き取る（口の動
きが見えない）
・早口で話す
（こんなサポートを）
・マスクを外して口元を
見せ、ゆっくりと話す
・手話や筆談などを利用
する

肢体不自由
　四肢や体幹の機能が損なわれ日常生活が困難な状態。
（こんなことが苦手）
・段差があり車いすなどで通れない
・届かないところに物やスイッチな
どがある

（こんなサポートを）
・何を必要としているのか本人に確
認する
・支援するときは必ず声をかける

発達障害

※上記は一例です。

本稿のイラストは平成
29年度に綾部中学校美
術部の皆さんに描いて
いただいたものです

インタビュー

本市の障害者数
（令和4年 3月末時点）

視覚

聴覚・平衡

音声・言語・そしゃく

肢体不自由

内部

知的

精神

208人

291人

31人

1,158人

711人

415人

405人

障害の種別 人数

あなたも
学んでみませんか？
〇要約筆記者養成講座
　耳が聞こえにくい人や聞こえない
人のために、話の内容を書いて伝え
る要約筆記の講座。全７回

〇手話奉仕員養成講座「入門課程」
　手話奉仕員を目標に、聴覚障害者
との関わりを通して手話の基礎を学
べます。全14回

詳しくは、
障害者支援課☎（42）4254まで

梅 木  久 代 さん（神宮寺町、73歳）
　２歳のときに病気で聴覚を失い、40歳のときに視覚障害（全盲）
になりました。目が見えず音も聞こえませんが触手話や点字など
でコミュニケーションを取っています。
　楽しみは、全国に100人以上いる友人とのメール。毎日時間を
決めて、情報交換しています。
　一人で自由に外出できないなどの困難や不安もありますが、自分
で家事もできますし、皆さんと大きく違わない生活をしています。
　社会には私のように障害がある人が誰かに助けられながらも普
通に楽しく暮らしていることを知って欲しい。また、一人ひとり
感じ方や困り事が違うことを理解して接してほしいです。

通訳者の手に触れ手話を読み取る「触手話」でインタビューに応じる梅木久代さん

要約筆記

編み物が得意な梅木さん。自分で編んだ
ベストがお気に入り

届いたメールは点字に変換して読み
ます

お手伝い
しましょうか？

はじめまして。
私の名前は
○○‥‥

本
当
に

聴
こ
え
る
の
よ…

怖
い
し
辛
い
の…

う
ん
う
ん

そ
れ
は
辛
い
ね

な
ん
と
か
し
な
き
ゃ
ね

　生まれつき発達の偏りによって日常生活に困難をき
たしている。
（こんなことが苦手）
・急な予定の変更
・相手の気持ちを察する
（こんなサポートを）
・事前に今後の予定を説明する

　このデータ入力、
　早めにやっといて！
　このデータ入力、
　15時までに
　やっといて！
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